
３年ぶりとなった会場に集まってのフォーラムを開催しました。当日は天候にも恵

まれ、約160名の参加がありました。本フォーラムは、南丹教育局と南丹地区子

育て支援協議会の主催で開催をしています。
参加者の皆さんからいただいた感想を紹介します！

南丹保健所
環境衛生課

西田 正範さん

南丹地区子育て支援協議会委員の紹介
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山下 俊彦 会長 吉田・塚本 委員

開会あいさつ・大会宣言

• 絵本の奥深さを改めて実感しました。読んでもらう
ことの大切さを大人になってからも感じます。「子ど
もは絵を読み、大人は絵を眺める」この違いは大き
いと思います。

• 学生さんのレポートを聞かせてもらい涙があふれま
した。愛された心の記憶が残るように今たっぷりと
関わりたいです。

• 何ができるかを考えて行動することの必要性を
感じつつ、持続可能な取組にしていくことが大切
だと思いました。地域を好きになり皆で支え合う
ためには知り合うことが大事だと思いました。

• 地域における子ども達の居場所づくりをしてい
きたいと思いました。

• 時代は変わってもやはり「人と人とのつながりが大
切」ということを改めて感じました。他校のPTAの
方々と交流できたのもとても良かったです。

• PTA活動のあり方や加入自体がとりだたされてい
る中で、これからも活動を進めていくための術や考
え方などの交流もあってよかったです。

• 絵の具で染めてきれいで涼しげな作品ができ、
子ども楽しそうでした。うちわか障子に貼って使
いたいなと考えています。

• 子どもが夢中になっていました。親子で楽しめま
した。

• これなら子どもも楽しくやってくれていたので家
でもやってみたいです。

薬物乱用防止啓発

• 子ども達との大切な時間をこれからたくさん共有していきたいと思いました。

「おいしい！」の家族の笑顔、子ども達との温かい思い出や生きる力のため

にもかけがえのないクッキングタイムを楽しみたいと思います。
• パパ料理も自分の作る料理も家族のことを考えた思いやり料理であること
に気づきました。家族みんなで助け合い、思いやり料理を食べて、心豊かな
子育て、自分育てをしていきたいです。いつもにぎやかな食卓に感謝してい
きたいです。

• 普段してもらって当たり前のように思っていることを反省しています。夫婦ど
ちらかがするという役割分担だけではなく、できるときにできることをすると
いうシェアしていくという考え方で今日からできることはしていきたいと思い
ました。家族で一緒にいられる時間を大切にしていきたいと思います。

• グループの方から簡単なレシピを紹介していた
だき、早速帰って試してみたいと思います。家族
のコミュニケーション、ありがとうの気持ちを大
切にしていきたいです。

• 思いやり、感謝の気持ちを素直に持つことの大
切さを改めて感じました。相手に求めすぎず互い
に尊敬できる家族関係、人間関係を築いていき
たいです。
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• 学校や家庭など多角的に危険を訴え
る環境があると大きな抑止力になると
感じました。

• 地域の子ども達に寂しい思いをさせ
ない、自分は大切にされているという
安心感の中で育てることが大事だと思
いました。

京都府薬物乱用防止指導員
南丹地区協議会
会長 川勝 儀昭 さん

京丹波町では、昨年1１月よりこども園や小学校、
公民館図書室や地域サロンを中心に週3日程度移動
図書館車で巡回をしています。
フォーラム会場入口では、図書館車の展示を行い、
参加者の皆さんに見てもらいました。


